
SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

株式会社 池原建設 

代表取締役 

池原 礼子 

当社は、地域に根差した建設会社として、住まいづくりを通じて持続可能な社会の

実現に貢献することを目指しています。環境への配慮、働きやすい職場づくり、地

域社会との連携を大切にし、SDGs の取り組みとして以下を推進して参ります。 

 

③すべての人に健康と福祉を 

社員が安心して長く働ける職場環境づくりを進めており、完全週休二日制の導入や

健康診断の受診促進など、働き方改革と健康管理に取り組んでいます。また、出

産・育児後も働き続けられる環境づくりを進め、多様な人材が活躍できる職場づく

りを推進し、SDGs の理念に基づいた持続可能な働き方の実現を目指しています。 

 

⑧働きがいも経済成長も 

建設業の担い手不足が課題となる中、若手技術者の育成や資格取得支援を行い、技

術の継承と人材育成に取り組んで、社員ひとり一人の成長が地域の住まいづくりの

品質向上につながると考え、SDGs の達成につながる持続可能な人材育成を進めてい

ます。 

 

⑪住み続けられるまちづくりを 

地域密着型の企業として、地元事業者や職人との連携を大切にし、地域経済の活性

化に貢献しています。また、現場周辺の清掃や地域活動への参加などを通して、地

域社会との共生を図り、SDGs の理念に基づいた持続可能な地域づくりに取り組んで

います。 

 

⑫つくる責任つかう責任 

住宅づくりを通して、省エネルギーや長く住み続けられる住まいの重要性をお客様

にお伝えし、SDGs の持続可能な社会づくりへの理解を広げています。 

 

⑰パートナーシップで目標を達成しよう 

地域社会貢献として夏休み特別企画『木工体験』を毎年行い、地域の子供たちを通

して SDGs の取り組みに力を入れています。 

今後も地域に必要とされる企業として、SDGｓの実現に向けた取り組みを継続してま

いります。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

ホームページへの掲載 

 

 
 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社 上野開発 

代表取締役 

宮國 幸人 

 当社は本業を通して、実り豊かな自然環境を次世代に引き継ぐ事を目指し、SDGｓ

への取り組みを推進してまいります。 

 

３【すべての人に健康と福祉を】 

・うちなー健康経営宣言に参加し毎年実施される健康診断において、全社員の受診

をサポート。 

・受診後のフォローアップの実施。 

・令和８年４月には、社員全員（会長除く）で社員旅行も兼ねて「脳ドック」の検

査を実施。 

・各社員の健康意識を高め、安心して働ける職場環境にします。 

 

４【質の高い教育をみんなに】 

・ＣＰＤ受講や国家資格取得に向けたセミナーへの参加。 

・行政が実施するセミナー等に参加し、技術の向上及び環境対策への意識を高めま

す。 

・技術の継承や学び合いができる環境を構築します。 

 

７【エネルギーをみんなに・そしてクリーンに】 

・使用する建設機械において、低排出ガス対策型、低騒音型など、環境に配慮した

建設機械を使用します。 

・必要に応じ、作業員休憩所に太陽光型ユニットハウスを使用し、クリーンエネル

ギーの活用に努めます。 

 使用実績 

 令和５年度受注工事 １件   

 令和６年度受注工事 １件 

・工事現場で発生する空き缶（アルミ缶・スチール缶）、ペットボトルの分別を行

い、再生資源としての活用に努めます。 

・その他に、工事においては段ボールや塩ビ管の処分が発生する場合もあるので、

リサイクル施設へ搬出し、再生資源としての活用に努めます。 

・ペットボトルキャップを回収拠点へ持ち込む事により、リサイクルによる資源活

用、環境保全、社会貢献の三つの効果を持つ活動へ微力ながら参加します。 

 

 

 
 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

１４【海の豊かさを守ろう】 

・海岸清掃、ビーチクリーンアップ作戦などに参加します。 

 令和７年度活動実績 

  ・第１０回ビーチクリーンアップ（雑草除去、ゴミ拾いなどの清掃活動） 

  ・宮古地域農地海岸清掃（ゴミ拾いなどの清掃活動） 

・工事等においては、現場外への赤土等流出防止対策として、仮沈砂池や畦畔設置

の実施。 

 

１５【陸の豊かさを守ろう】 

・植林、植樹など環境美化に向けて、地域ボランティア活動への参加。 

 令和７年度活動実績  

  ・美ら島宮古グリーンネット活動（植樹・育林） 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

・工事現場おいて「おきなわ SDGｓパートナーロゴマーク」の掲示 

・名刺へ「おきなわ SDGｓパートナーロゴマーク」の追加 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

沖縄県公共交通活性化

推進協議会 

委員（会長） 

池田 孝之 

 SDGs の取り組み方針としては、「11．住み続けられるまちづくりを」及び「13．

気候変動に具体的な対策を」を実施します。 

 当協議会は、沖縄県内におけるバス網再構築、公共交通の活性化及び再生のた

め、有識者、国、行政、市町村、事業者等が連携した持続可能な地域交通基盤の構

築についての検討・協議を通じて、沖縄県の多様な地域課題の解決と SDGs の達成に

寄与します。 

 

【目標 11：住み続けられるまちづくりを】 

取組内容① 国道 58 号におけるバスレーンの区間延長や基幹急行バスの運行 

取組内容② 協力型バスレーンの実施 

 

【目標 13：気候変動に具体的な対策を】 

取組内容① バスの利便性向上による、過度なマイカー依存からバス利用シフト 

促進 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

「わった～バス党」等の各種広報ツールを活用した協議会取り組みの対外発信を通

じて、路線バス等の公共交通機関の利用が温室効果ガスの排出削減や交通渋滞の緩

和等に直接貢献することを、県民および関係機関へ分かりやすく情報提供する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

株式会社沖満土建 

代表取締役社長 

新里 勝利 

弊社は本業を通して、地域に貢献できる品質を提供すべく技術の向上を図り、地域

社会から信頼される企業を目指しています。 

また、ISO 9001 及び 14001 の認定を受けており、今後も継続することにより品質及

び環境に配慮する企業運営に努めて参ります。 

SDGs の取り組み方針としては「3.すべての人に健康と福祉を」「4.質の高い教育を

みんなに」「15.陸の豊かさを守ろう」を実施いたします。 

 

【経済】 

弊社は ISO9001 の認証を受けておりますので、施工管理基準に基づき各資材の規

格・品質の承諾を得て安心安全な現場づくりに取り組んでいます。 

また、降雨時の品質低下を見越し雨水混入防止や作業中止等の措置を取るよう実施

しています。 

 

【社会】 

弊社は「うちなー健康経営宣言」しており、年１回の社員健康診断の定期実施及

び、検査後のフォローをして通院しながら仕事ができるよう従業員に寄り添える職

場環境づくりに取り組んでいます。 

継続学習や講演会に参加してもらい、社員のスキルアップに取り組んでいます。 

外国人を雇用し国際問わずあらゆる場所で各々が活躍できる環境づくりに取り組ん

でいます。 

 

【環境】 

現場から排出される建設資材のリサイクルや環境に優しい資材を使った物づくりに

力を入れています。 

建設機械による騒音・二酸化炭素排出を最小限に抑えるため、ハイブリッド機械や

排出ガスを抑えるためのアドブルーを使用することで環境に配慮した取り組みを行

っております。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

地域イベントへの積極的な参加 

ビーチクリーン等ボランティアの積極的な参加 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社クリエイト技

研 

代表取締役 

宮城 聡 

 有限会社クリエイト技研は、沖縄県うるま市を拠点に、土木工事業、建築工事

業、リフォーム等を手掛ける総合建設業者です。「お客様の夢・幸せの実現と、継

続力で地域・社会へ貢献する」という経営理念、および「品質・環境方針」のも

と、SDGs の理念とその達成に向けた下記取り組みを行うことで、地域環境の保全と

働き方改革の実現を目指してまいります。 

 

【経済】地域・インフラ・技術（SDGs ゴール 8、9、11）  

■公共工事を通じたインフラ整備・災害に強いまちづくり  

■資材調達や下請発注において、県内・地元企業を優先活用  

■経営事項審査を継続的に受け、入札参加資格を維持し経営の透明化を図る  

■ISO9001に基づく徹底した品質管理と継続的な技術研鑽により、高品質なインフラ

整備を提供 

 

【社会】人・安全・働き方（SDGs ゴール 3、4、5、8）  

■「うちなー健康経営宣言」の登録、従業員の健康増進や労働災害ゼロの推進  

■建設キャリアアップシステム（CCUS）の活用による技能者の適正評価と人材育成  

■従業員の社会保険、建設業退職金共済（建退共）への加入  

■女性技術者の現場登用、高齢者や外国人技能実習生の受け入れによる多様な人材

が活躍できる職場づくり 

 

【環境】廃棄物・自然保護（SDGs ゴール 12、13、14、15）  

■ISO14001 の認証取得に基づく確実な環境管理と環境保全活動の推進  

■コンクリート塊等のリサイクル推進、マニフェストによる適正処理  

■工事現場における赤土流出防止対策（沈砂池設置等）の徹底  

■重機のアイドリングストップや LED 照明導入による CO2 削減・省エネ活動 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

■名刺、会社案内パンフレット、および自社ホームページに「おきなわ SDGs パート

ナー」のロゴマークを掲載し、自社の取り組みを PR するとともに制度の認知度向上

に貢献する。  

■自社 HP の「新着情報」欄等で「おきなわ SDGs パートナーに登録しました」と積

極的に発信し、SDGs 達成に向けた機運醸成に努める。  

■事務所に、SDGs のステッカー等を掲示し、関係者へ SDGs の普及啓発を行う。 

 

 

 

 
 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

仲程土建株式会社 

代表取締役 

仲程 俊郎 

仲程土建は、地域に根ざした建設会社として、環境・経済・社会の 3 分野を重点に

SDGs の達成へ取り組んでいます。 

 

【環境面】ゴール７、１１、１２、１４、１５ 

建設現場において、建設廃棄物の削減と徹底分別、再生材活用、省資源施工の取り

組み、海岸保全や海洋廃棄物防止、生態系配慮施工を実施。 

ISO14001・ISO9001 の認証取得の継続、環境活動への取り組み。 

省エネ対策として、会社屋上に太陽光パネルの設置、地域ボランティア活動に参加

し、道路等の美化作業を実施。 

 

【経済面】ゴール９ 

公共工事を請負い安全で住みやすい街づくりの整備。 

防災協定（沖縄県建設業協会・宜野座村建設業者会）。 

施工管理のデジタル化や 3DCAD 活用、ペーパーレス（電子化）による業務の効率化

と生産性向上。 

建設キャリアアップシステムによる技能者評価も導入。 

 

【社会面】ゴール３、４、５、８、１７ 

従業員に対して、毎年の健康診断費用負担、「うちなー健康経営宣言」を取得し、

健康づくりに取り組んでいます。また、週休 2 日制の導入やキャリアパス整備によ

り働き方改革を進め、若手が成長し定着できる職場環境を整備しています。 

安全教育や熱中症対策、安全第一の職場づくりを徹底しています。 

社員に対し資格取得支援制度を導入、中学生の職業体験受入、女性技術者の採用、

定年再雇用などを実施。 

男女社員への育休制度の活用を推進。 

行政・自治体・住民・業界団体との共創を通じて持続可能な地域社会の実現を目指

しています。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

・自社ホームページ内で SDGs ページを設けて、取り組みの発信（おきなわ SDGs パ

ートナーロゴマーク活用） 

 リンクを貼り、おきなわ SDGs プラットフォーム活動の発信 

・地元中学生の職業体験の実施 

 

 

 

 
 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社 永山建設 

代表取締役 

永山 和樹 

SDGs の取り組み方針としては、現場における労働災害防止を最優先とした安全管理

の徹底、地域に配慮した施工や地域清掃活動への参加を実施し持続可能な開発目標

に貢献できるよう取り組んでいきます。 

 

3.すべての人に健康と福祉を 

・従業員の健康第一に、毎朝ラジオ体操と年一回の生活習慣予防検診・法定検診を

実施しています。 

・熱中症対策として、現場に水分補給・塩分補給を行っています。 

 

11.住み続けられるまちづくりを 

・地域清掃や台風等の災害復旧に積極的に参加し、快適な地域環境づくりに貢献し

ています。 

・現場周辺の安全確保や交通マナーの啓発を行い安心して暮らせる地域づくりに貢

献します。 

 

16.平和と公正をすべての人に 

・差別をなくし、人権を尊重し、ハラスメント防止や個人情報の管理を徹底し、安

心して働ける職場環境づくりを推進します。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

地域インフラの整備・維持を通じて、安全で安心して暮らせる地域づくりに貢献し

ます。また、従業員への SDGs に関する周知や安全教育を継続するともに、地域清

掃活動や地域イベントへの参加を通じて、SDGs の普及と地域社会への貢献に取り

組みます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社日迎建設 

代表取締役 

谷川 美津子 

私たち有限会社日迎建設は、地域の安全・安心なインフラを守る建設パートナーと

して、日々の事業活動を通じて持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献していま

す。小規模企業ならではの機動力を活かし、地域社会と環境に寄り添った取り組み

を積極的に推進しています。 

 

目標 3：すべての人に健康と福祉を 

「働く仲間の健康と、地域の安全を守る職場づくり」 

・安全最優先の現場運営： 徹底した安全管理とリスクアセスメントを行い、労働災

害ゼロを目指します。 

・健康経営の推進： 定期健康診断の受診徹底や、熱中症・感染症対策の物品支給な

ど、社員が心身ともに健康に働ける環境を整えています。 

 

目標 8：働きがいも経済成長も 

「地域雇用を守り、技術と誇りを受け継ぐ」 

・働きやすい環境の整備： 週休 2日制の推進や残業時間の削減に取り組み、ワーク

ライフバランスを重視した職場環境をつくります。 

・人材育成と技術継承： 資格取得支援制度を充実させ、若手技術者の育成に注力す

るとともに、熟練の技術を次世代へ確実に引き継ぎます。 

 

目標 9：産業と技術革新の基盤をつくろう 

「確かな技術と新しい発想で、インフラの未来を支える」 

・高品質な施工： 長年培った土木技術を活かし、災害に強く長持ちする社会インフ

ラの整備・保守を行います。 

・ICT・新技術の積極導入： 小型施工機械の更新や、業務効率化・安全性向上のた

めのデジタルツールの導入に挑戦し、生産性の向上に努めています。 

 

目標 11：住み続けられるまちづくりを 

「災害から地域を守り、安心して暮らせる環境をつくる」 

・迅速な災害復旧・防災活動： 地域密着の強みを活かし、豪雨や地震などの災害時

には迅速に出動。インフラの復旧を通じて地域の安全を守ります。 

・地域の生活環境整備： 日常的な道路維持や側溝清掃などを通じて、地域住民の皆

様が快適に暮らせる環境維持に貢献します。 

目標 12：つくる責任 つかう責任 

 

 

 
 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

「資源を大切にし、廃棄物を最小限に抑える循環型施工」 

・建設副産物のリサイクル徹底： 工事で発生するコンクリート塊やアスファルト

塊、土砂などの分別・再資源化（リサイクル）を徹底しています。 

・資材のロス削減： 正確な発注と効率的な施工管理により、資材の無駄な消費や廃

棄物の発生を抑制します。 

 

目標 13：気候変動に具体的な対策を 

「環境負荷を低減し、脱炭素社会の実現へ」 

・省エネルギー・エコドライブの推進： 社有車や重機のアイドリングストップ、エ

コドライブを徹底し、二酸化炭素（CO2）の排出削減に努めています。 

・ペーパーレス化の推進： デジタルデータの活用により社内文書の電子化を進め、

紙の使用量削減と環境負荷低減を図っています。 

 

目標 15：陸の豊かさも守ろう 

「自然環境と調和した、環境に優しい土木工事」 

・周辺生態系への配慮： 工事を行う際は、周辺の樹木や動植物への影響を最小限に

抑え、自然環境との調和に配慮した施工を行います。 

・環境美化・緑化活動： 施工後の法面緑化や、地域ぐるみの清掃活動を通じて、豊

かな自然環境の保全に協力します。 

 

目標 17：パートナーシップで目標を達成しよう 

「地域・協力会社とともに、持続可能な社会を築く」 

・協力会社との強固な信頼関係： パートナー企業（協力会社）との密なコミュニケ

ーションと適正な取引を通じ、共に成長できる関係を築きます。 

・地域社会・行政との連携： 自治体や地域住民の皆様との対話を大切にし、地域一

丸となった防災・まちづくり活動に参加します。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

当社の経営方針の中心に SDGs を明確に位置付け、その姿勢を広く発信してまいりま

す。自社公式ホームページ、会社案内パンフレット、さらには社員全員が使用する

名刺等に登録ロゴマークを効果的に配置し、当社の基本理念や具体的な持続可能目

標、日々の取組内容をステークホルダーに対して透明性高く公表・発信します。 

さらに、当社が手掛ける各施工現場においては、工事用案内看板、現場掲示板など 

を積極的に活用し、環境配慮型資材の使用状況や低騒音・低排出ガス重機の導入、

安全衛生への取組などを明記した SDGs 専用の PR看板やポスターを掲出します。 



SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

株式会社 平仲建設 

代表取締役 

平仲 正春 

当社は、持続可能な社会の実現に向け SDGs の達成を意識し建設業を通じて地域社会

や環境に貢献できるようさまざまな取り組みを進めてまいります。 

 

ゴール１ 貧困をなくそう 

・地域社会への貢献活動の一環として協賛・寄付を行っています。 

ゴール３ すべての人に健康と福祉を 

・従業員の健康維持の為健康診断（人間ドック）の受診を推奨し、健康管理を支援

しています。 

・現場での熱中症対策として空調服を支給しています。 

ゴール４ 質の高い教育をみんなに 

・資格取得や技能講習を支援し、人材育成及び技術・技能向上を目指しています。 

ゴール１１ 住み続けられるまちづくりを 

・地域社会の清掃ボランティアや現場周辺の環境美化活動に取り組んでいます。 

ゴール１２ つくる責任 つかう責任 

・廃棄物の適正な分別・リサイクルを推進するとともに、書類のデータ化によるコ

ピー用紙の削減に取り組んでいます。 

ゴール１３ 気候変動に具体的な対策を 

・環境負荷の低減に向け低排出ガス型建設機械の使用を推進しています。 

ゴール１４ 海の豊かさを守ろう 

・赤土流出防止対策を徹底しています。 

ゴール１５ 陸の豊かさも守ろう 

・緑化運動への寄付を行い環境保全に取り組んでいます。 

ゴール１６ 平和と公正をすべての人に  

・安全・安心な社会づくりに向け暴力団追放不当要求防止責任者講習の受講に取り

組んでいます。 

 

普及に向けた予定している具体的な取組 

SDGs 宣言書、ロゴ、アイコンを活用し事務所や現場での掲示にて社外等へも情報発

信を行います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 


